
～ 挑む企業が、明日を変える。
　　　 私たちはその志を応援します。～

未開拓を開き、可能性へ繋ぐ未開拓を開き、可能性へ繋ぐ未開拓を開き、可能性へ繋ぐ未開拓を開き、可能性へ繋ぐ
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 P4 専門家派遣制度のご案内

 P7 販路拡大旅費補助金のご案内

平田商工会議所 
LINE公式アカウントを
開設しました

平田商工会議所
公式LINE　

ご登録はこちら



2新たな事業の取り組みは、先ず商工会議所へ事業に関するお悩み・ご相談は、商工会議所へ3

１
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
基
本
理
念

　
平
田
商
工
会
議
所
は
、
次
期
中
期
計
画
に
お
い
て

「
挑
む
企
業
が
、
明
日
を
変
え
る
。私
た
ち
は
そ
の
志

を
応
援
し
ま
す
。」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま

し
た
。こ
れ
は
、単
な
る
現
状
維
持
で
は
な
く
、変
化

の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
自
ら
変
革
を
試
み
る
企

業
の「
志
」に
対
し
、
商
工
会
議
所
が
伴
走
者
と
し
て

全
力
で
応
え
る
姿
勢
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

２
　
現
状
認
識
：
深
刻
な
人
口
減
少
と
経
済
の
転
換
点

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
当
地
域
が
直
面
す
る
現

状
を
極
め
て
厳
し
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

● 

人
口
減
少
の
加
速
： 

令
和
７
年
12
月
末
時
点

の
人
口
は
2
2
4
2
8
人
で
あ
り
、2
0
0
5

年
の
合
併
時
か
ら
20
年
間
で
5
7
7
2
人
も

減
少
し
ま
し
た
。こ
の
人
口
動
態
は
、
労
働
力

不
足
や
地
域
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
、共
助
機
能

の
低
下
と
い
っ
た
多
方
面
に
わ
た
る
地
域
活

力
の
低
下
を
招
い
て
い
ま
す
。

● 

経
営
環
境
の
厳
し
さ
：
島
根
県
内
の
倒
産
の

約
9
割
が
、販
売
不
振
を
原
因
と
す
る
従
業
員

10
人
未
満
の
小
規
模
事
業
者
で
す
。平
田
地
域

に
お
い
て
も
、依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境

が
続
い
て
い
ま
す
。

● 

新
た
な
好
機
の
到
来
：
一
方
で
、出
雲
市
へ
の

観
光
客
増
加
や
宿
泊
施
設
の
建
設
、A
I
技
術

の
進
歩
に
よ
る
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
加
速
な
ど
、
活
路
を

見
出
す
た
め
の
新
た
な
好
機
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。当
会
議
所
は
、
経
済
団
体
の
枠
を
超
え

た「
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」と
し
て
、

住
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、教
育
に
も
深
く
関

与
し
て
い
く
必
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

３
　
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
４
つ
の
重
点
項
目

　
商
工
会
議
所
は
「
企
業
が
発
展
し
、
地
域
が
元
気

に
な
る
こ
と
」
を
最
終
目
標
と
し
て
い
ま
す
。今
期

は
特
に
、
消
費
者
の
潜
在
的
な「
ウ
ォ
ン
ツ（
欲
求
）」

に
対
応
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
を
促

す
こ
と
を
重
視
し
、
以
下
の
４
点
を
重
点
項
目
に
据

え
て
い
ま
す
。

①
　企
業
の
発
展
を
サ
ポ
ー
ト
：
個
社
支
援
に
よ

る
付
加
価
値
増
強
と
、
観
光
資
源
を
活
か
し
た

面
的
支
援
の
両
立
。

②
　魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
：
空
き
家
・
空
き
店

舗
の
活
用
に
よ
る
定
住
促
進
と
、
教
育
機
関
と

の
連
携
。

③
　積
極
的
な
政
策
提
言
：
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
８
の

字
ル
ー
ト
等
）
や
土
地
利
用
規
制
の
緩
和
な

ど
、地
域
活
性
化
に
直
結
す
る
提
言
。

④
　商
工
会
議
所
の
機
能
強
化
：
会
員
基
盤
の
確
保

と
、事
務
局
自
体
の
D
X
に
よ
る
業
務
効
率
化
。

　
令
和
８
年
度
は
、
中
期
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、

よ
り
具
体
的
か
つ
実
効
性
の
高
い
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

１
　
個
社
支
援（
経
営
力
と
事
業
継
続
力
の
強
化
）

　
会
員
企
業
の
課
題
に
対
し
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
で

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

● 

生
産
性
向
上
と
D
X
推
進
： 

省
力
化
投
資
補

助
金
の
活
用
支
援
に
加
え
、I
T
支
援
専
門
家

に
よ
る
個
別
指
導
や
A
I
（
G
e
m
i
n
i
、

N
o
t
e
b
o
o
k 

L
M
等
）
活
用
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
会
計
導
入
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
促
進
も
図
り
ま
す
。

● 

事
業
承
継
と
創
業
支
援
： 

巡
回
訪
問
に
よ
る

事
業
承
継
計
画
の
策
定
支
援
を
強
化
し
、「
継
ぐ

側
・
継
が
せ
る
側
」
双
方
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。創
業
支
援
で
は
「
創
業

塾
」の
開
催
や
空
き
店
舗
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、創

業
後
の
定
着
支
援
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

● 

資
金
繰
り
と
法
対
応
：
マ
ル
経
資
金
等
の
低

利
融
資
に
よ
る
資
金
繰
り
支
援
に
加
え
、イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
や
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
な
ど
の
最
新
の
法
改
正
対
応
に
も
注
力

し
ま
す
。

２
　
面
的
支
援
と
地
域
資
源
の
活
用
　

● 

観
光
地
域
づ
く
り
： 「
木
綿
街
道
エ
リ
ア
」
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
認
定
に
向

け
た
協
力
を
行
い
、認
定
後
の
観
光
振
興
や
醸

造
業
へ
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

● 

地
域
資
源
の
再
考
： 

鋳
物
業
や
ク
ラ
フ
ト
作

家
、
神
社
仏
閣
、
鉄
道
と
い
っ
た
既
存
の
資
産

を
再
評
価
し
、
外
部
機
関（
N
P
O
ミ
ラ
イ
ビ

ジ
ネ
ス
い
ず
も
等
）と
連
携
し
て
情
報
共
有
や

資
産
活
用
を
図
り
ま
す
。

3
　
交
流
人
口
の
拡
大
と
定
住
促
進

● 

教
育
連
携
： 

平
田
高
校
や
島
根
県
立
大
学
と

の
協
働
事
業（
商
品
開
発
等
）を
通
じ
、若
年
層

と
共
に
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

定
住
促
進： 

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
、中
心
市
街
地（
本
町
、木
綿
街

道
、
駅
通
り
等
）の
商
店
街
活
性
化
を
支
援
し

ま
す
。ま
た
、
出
雲
空
港
の
利
用
促
進
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
も
推
進
し
ま
す
。

4
　
政
策
提
言
・
要
望
活
動
の
強
化

令
和
８
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
を
承
認

令
和
８
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
を
承
認

平田商工会議所通常議員総会

　3
月
27
日
、
令
和
8
年
度
事
業
の
活
動
方
針
を
決
定
す
る
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
令
和
8
〜
10
年
度
の
中
期
行
動
計
画
及
び
令
和
8
年
度
事
業
計
画
、
並
び
に
令
和
8

年
度
各
会
計
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
な
さ
れ
た
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　中
期
行
動
計
画
で
は
、「
挑
む
企
業
が
、
明
日
を
変
え
る
。私
た
ち
は
そ
の
志
を
応
援
し
ま
す
。」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
20
年
間
で
約
5
7
0
0
人
減
少
し
た
人
口
減
少
問
題
や
、
販
売
不
振
に

よ
る
小
規
模
事
業
者
の
厳
し
い
経
営
環
境
を
最
大
の
課
題
と
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、
D
X
の
加

速
や
観
光
需
要
の
増
加
を
好
機
と
捉
え
、行
政
等
と
連
携
す
る「
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」

と
し
て
住
環
境
整
備
や
教
育
に
も
関
与
し
ま
す
。

　ま
た
、令
和
8
年
度
事
業
計
画
で
は
、企
業
の
発
展
と
地
域
づ
く
り
、生
産
性
向
上
、D
X
推
進
、

賃
上
げ
対
応
、
新
分
野
進
出
を
支
援
。特
に
巡
回
に
よ
る
事
業
承
継
支
援
や
、
創
業
塾
に
よ
る
起

業
・
定
着
支
援
を
強
化
し
ま
す
。そ
し
て
、「
木
綿
街
道
」の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
認

定
へ
の
協
力
や
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
定
住
促
進
を
推
進
。平
田
高

校
や
島
根
県
立
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
若
年
層
と
協
働
し
た
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。政
策

提
言
や
要
望
で
は
、「
8
の
字
ル
ー
ト
」
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
土
地
利
用
規
制
の
緩
和
な

ど
、地
域
経
済
に
直
結
す
る
要
望
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

　組
織
基
盤
の
強
化
で
は
、
令
和
10
年
度
の
創
立
80
周
年
に
向
け
、
S
N
S
を
活
用
し
た
広
報
の

「
見
え
る
化
」
や
会
員
増
強
に
注
力
し
ま
す
。ま
た
、
事
務
局
内
で
も
生
成
A
I
（
G
e
m
i
n
i
、

N
o
t
e
b
o
o
k 

L
M
等
）
の
活
用
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
D
X
を
推
進
し
、
業
務
効
率

化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
両
立
さ
せ
る
事
業
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平田商工会議所　令和8年度～令和10年度　中期行動計画（3ヵ年の重点項目）【R8年度改訂】

挑む企業が、明日を変える。私たちはその志を応援します。

令
和
８
年
度
　
中
期
計
画

令
和
８
年
度
　
事
業
計
画

中期計画の基本方針
1. 現状認識と危機感
 少子高齢化・人口減少に伴う「労働力不足」と「市場の縮小」を、企業の存続を揺るがす深刻な課題と捉えています。
 今こそ、中小企業には現状維持ではなく「自己変革（チャレンジ）」が求められています。
2. スローガン「挑む企業が、明日を変える。私たちはその志を応援します」
3. 主要な活動方針　　
 〇個別企業の支援　難題（人手不足・市場縮小）に向き合い、自らを変えようとする企業のチャレンジを積極的にバックアップします。
 〇地域活性化プロジェクト（3つの柱）  「若者の定住」と「交流人口の増加」を目的とした3つのプロジェクトを推進し、地域に新たな活力を生み出します。
 〇会員の声・対話重視のスタイル　「今よりもっと良いこと」を常に追求し、会員や地域住民との双方向の対話を大切にした協働活動を行います。
4. 創立80周年（令和10年度）に向けた展望
 70周年からこれまでの10年間で築いた「地域に根差した活動」をさらに深化させます。前回のテーマ「母川回帰」（平田高校を資源化） に加え「地域目線」
 が定着した80周年は、10～20年先を見据えた新テーマで、未来を拓くための新たなビジョンを掲げ開催します。

Ⅰ 企業の発展をサポート

令和8年度～令和10年度の重点項目

「個社支援」
①企業の競争力強化と生産性向上
 経営基盤強化ー 省力化、経営革新、新分野進出、
  DX化、資金調達、価格転嫁
 技術力・開発力の向上ー研究開発、知的財産
 販路拡大の推進ー県外展開、県内取引、海外展開
②地域の持続的な発展を支える起業・創業、事業承継の推進
　　事業承継支援／起業・創業支援
③多様な人材の確保・育成と定着の推進
　　魅力ある働きやすい職場づくり

「面的支援」
①地域の強みを活かした経済の活性化
　　観光地域づくり／地域資源活用／企業立地
②平田の地域特性を生かした産業振興
　（集積業種の振興、空き家の再生活用等）　　

Ⅱ　魅力ある平田地域づくり

①交流人口、ファン人口の拡大
②若い世代の取組、活動の支援
③空き店舗空き家のリノベーション
④中心市街地の活性化
⑤平田高校、県立大学との連携
⑥インバウンド需要の取り込み

Ⅲ　積極的な政策提言・要望活動

①国、県、市等へ経済対策に関する要望
②地域インフラ整備に関する要望、提言
③土地の規制緩和等に関する要望、提言
④地域産業の活性化に関する要望、提言
⑤会議所の機能強化に関する要望、提言

Ⅳ　商工会議所の機能強化

①組織・財政基盤の強化
　・会員増強（新入会員、退会抑制）
　・共済加入促進（リニューアル）
②創立80周年事業
　　R 9 年 女性会創立40周年
　　R10年 会議所創立80周年
　　　〃 青年部創立50周年
③会員サービスの向上
　・部会、委員会等の活性化
　・幅広い会員の会議所活動参画
　・女性活躍機会の増進
　・地域密着の強化
④危機管理対応力強化
⑤広報、情報発信機能強化
⑥業務の効率化
⑦交流、連携の強化
　（商工団体、関係機関等）

未来づくり
委員会

基盤整備
委員会

定住促進
委員会

　
地
域
経
済
の
基
盤
を
整
え
る
た
め
、
国
・
県
・
市

へ
の
働
き
か
け
を
強
め
ま
す
。

● 

イ
ン
フ
ラ
整
備
： 「
境
港
出
雲
道
路（
8
の
字

ル
ー
ト
）」
の
早
期
整
備
、
山
陰
・
伯
備
新
幹

線
の
整
備
促
進
、
出
雲
縁
結
び
空
港
お
よ
び

河
下
港
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
要

望
活
動
を
行
い
ま
す
。

● 

規
制
緩
和
： 

定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
土
地

利
用
規
制
の
緩
和
や
、
地
元
企
業
が
公
共
事

業
を
受
注
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
宍
道
湖
西

岸
農
地
整
備
事
業
の
発
注
要
件
緩
和
を
要
望

し
ま
す
。

5
　
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
活
動
　

　
平
田
地
域
の
活
性
化
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
3
つ

の
専
門
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

● 

未
来
づ
く
り
委
員
会
： 

魅
力
あ
る
会
議
所
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
異
業
種
交
流

会（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）の
開
催
、若
年
層
と
の
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
ま
す
。

● 

定
住
促
進
委
員
会
： 

空
き
店
舗
・
空
き
家

デ
ー
タ
の
整
理
と
公
開
準
備
を
進
め
、安
価
な

住
宅
開
発
の
可
能
性
も
検
討
し
ま
す 

。

● 

基
盤
整
備
委
員
会
： 「
8
の
字
ル
ー
ト
」
整
備

促
進
の
た
め
、か
わ
ら
版
の
発
行
や
P
R
イ
ベ

ン
ト
、
国
へ
の
要
望
活
動
、
有
識
者
と
の
勉
強

会
を
行
い
ま
す
。

  

6
　 

組
織
機
能
の
強
化
と
創
立
　 

周
年
へ
の
歩
み

　
令
和
10
年
度
の
創
立
80
周
年
を
見
据
え
、
組
織
の

足
腰
を
鍛
え
ま
す
。

● 

広
報
の
「
見
え
る
化
」： 

L
I
N
E
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
や
S
N
S
を
活
用
し
、活
動
状
況
を
積

極
的
に
発
信
し
て
会
員
増
強
を
図
り
ま
す
。

● 

内
部
D
X
と
B
C
P
： 

生
成
A
I
の
活
用
に

よ
る
業
務
合
理
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推

進
し
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
ま

す
。ま
た
、
災
害
に
備
え
た
会
議
所
B
C
P
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
も
進

め
ま
す
。

80

　
本
講
演
で
は
、
同
社
が
世
界
的
バ
ッ
グ
ブ
ラ
ン

ド
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
ま
で
の
歩
み
や
、
グ
ル
ー

プ
経
営
に
よ
る
相
乗
効
果
な
ど
、
多
角
的
な
視
点

を
用
い
た
成
長
戦
略
を
共
有
し
ま
し
た
。な
か
で

も
、
創
業
当
時
の
知
ら
れ
ざ
る
苦
労
か
ら
始
ま
り
、

海
外
ブ
ラ
ン
ド
の
代
理
店
、
そ
し
て
日
本
市
場
に

特
化
し
た
商
品
開
発
へ
と
、
時
代
の
変
化
に
合
わ

せ
柔
軟
に
戦
略
転
換
を
し
て
き
た
経
営
手
腕
は
示

唆
に
富
む
お
話
で
し
た
。聴
講
し
た
90
名
の
参
加

者
ら
は
、企
業

の
ブ
ラ
ン
ド

確
立
に
向
け

た
具
体
的
な

プ
ロ
セ
ス
や

経
営
哲
学
か

ら
大
き
な
学

び
を
得
る
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

通常議員総会「バルコス 山本社長」記念講演

株式会社バルコス　代表取締役　山本　敬氏

令和8年度一般会計・特別会計収支予算総括表
（単位：千円）

令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

会　計　名

一 般 会 計

中小企業相談所
特 別 会 計

労働保険事務組合
特 別 会 計

共 済 ・ 会 館
特 別 会 計

特定退職金共済
事 業 特 別 会 計

法 定 台 帳
特 別 会 計

合 計

財 政 調 整 基 金
積立金特別会計

会議所会館整備
準備金特別会計

周年事業積立金
特 別 会 計

合 計

比較増・
減（△）

4,193

2,230

250

1,672

△ 14,025

4

△ 5,676

前年度
予算額

46,479

64,281

6,080

17,746

64,340

356

199,282

本年度
予算額

会　計　名 本年度
減少額

本年度
増加額

前年度
繰越金

50,672

66,511

6,330

19,418

50,315

360

193,606

△ 1,000

0

0

△ 1,000

対前年比

109.0%

103.5%

104.1%

109.4%

78.2%

101.1%

97.2%

本年度
繰越金

30,990

3,755

3,795

38,540

20

5

1,005

1,030

31,970

3,750

2,790

38,510

【事業会計】

【積立金会計】



2新たな事業の取り組みは、先ず商工会議所へ事業に関するお悩み・ご相談は、商工会議所へ3

１
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
基
本
理
念

　
平
田
商
工
会
議
所
は
、
次
期
中
期
計
画
に
お
い
て

「
挑
む
企
業
が
、
明
日
を
変
え
る
。私
た
ち
は
そ
の
志

を
応
援
し
ま
す
。」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま

し
た
。こ
れ
は
、単
な
る
現
状
維
持
で
は
な
く
、変
化

の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
自
ら
変
革
を
試
み
る
企

業
の「
志
」に
対
し
、
商
工
会
議
所
が
伴
走
者
と
し
て

全
力
で
応
え
る
姿
勢
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

２
　
現
状
認
識
：
深
刻
な
人
口
減
少
と
経
済
の
転
換
点

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
当
地
域
が
直
面
す
る
現

状
を
極
め
て
厳
し
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

● 

人
口
減
少
の
加
速
： 

令
和
７
年
12
月
末
時
点

の
人
口
は
2
2
4
2
8
人
で
あ
り
、2
0
0
5

年
の
合
併
時
か
ら
20
年
間
で
5
7
7
2
人
も

減
少
し
ま
し
た
。こ
の
人
口
動
態
は
、
労
働
力

不
足
や
地
域
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
、共
助
機
能

の
低
下
と
い
っ
た
多
方
面
に
わ
た
る
地
域
活

力
の
低
下
を
招
い
て
い
ま
す
。

● 

経
営
環
境
の
厳
し
さ
：
島
根
県
内
の
倒
産
の

約
9
割
が
、販
売
不
振
を
原
因
と
す
る
従
業
員

10
人
未
満
の
小
規
模
事
業
者
で
す
。平
田
地
域

に
お
い
て
も
、依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境

が
続
い
て
い
ま
す
。

● 

新
た
な
好
機
の
到
来
：
一
方
で
、出
雲
市
へ
の

観
光
客
増
加
や
宿
泊
施
設
の
建
設
、A
I
技
術

の
進
歩
に
よ
る
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
加
速
な
ど
、
活
路
を

見
出
す
た
め
の
新
た
な
好
機
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。当
会
議
所
は
、
経
済
団
体
の
枠
を
超
え

た「
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」と
し
て
、

住
環
境
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、教
育
に
も
深
く
関

与
し
て
い
く
必
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

３
　
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
４
つ
の
重
点
項
目

　
商
工
会
議
所
は
「
企
業
が
発
展
し
、
地
域
が
元
気

に
な
る
こ
と
」
を
最
終
目
標
と
し
て
い
ま
す
。今
期

は
特
に
、
消
費
者
の
潜
在
的
な「
ウ
ォ
ン
ツ（
欲
求
）」

に
対
応
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
を
促

す
こ
と
を
重
視
し
、
以
下
の
４
点
を
重
点
項
目
に
据

え
て
い
ま
す
。

①
　企
業
の
発
展
を
サ
ポ
ー
ト
：
個
社
支
援
に
よ

る
付
加
価
値
増
強
と
、
観
光
資
源
を
活
か
し
た

面
的
支
援
の
両
立
。

②
　魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
：
空
き
家
・
空
き
店

舗
の
活
用
に
よ
る
定
住
促
進
と
、
教
育
機
関
と

の
連
携
。

③
　積
極
的
な
政
策
提
言
：
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
８
の

字
ル
ー
ト
等
）
や
土
地
利
用
規
制
の
緩
和
な

ど
、地
域
活
性
化
に
直
結
す
る
提
言
。

④
　商
工
会
議
所
の
機
能
強
化
：
会
員
基
盤
の
確
保

と
、事
務
局
自
体
の
D
X
に
よ
る
業
務
効
率
化
。

　
令
和
８
年
度
は
、
中
期
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、

よ
り
具
体
的
か
つ
実
効
性
の
高
い
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

１
　
個
社
支
援（
経
営
力
と
事
業
継
続
力
の
強
化
）

　
会
員
企
業
の
課
題
に
対
し
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
で

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

● 

生
産
性
向
上
と
D
X
推
進
： 

省
力
化
投
資
補

助
金
の
活
用
支
援
に
加
え
、I
T
支
援
専
門
家

に
よ
る
個
別
指
導
や
A
I
（
G
e
m
i
n
i
、

N
o
t
e
b
o
o
k 

L
M
等
）
活
用
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
会
計
導
入
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
促
進
も
図
り
ま
す
。

● 

事
業
承
継
と
創
業
支
援
： 

巡
回
訪
問
に
よ
る

事
業
承
継
計
画
の
策
定
支
援
を
強
化
し
、「
継
ぐ

側
・
継
が
せ
る
側
」
双
方
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。創
業
支
援
で
は
「
創
業

塾
」の
開
催
や
空
き
店
舗
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、創

業
後
の
定
着
支
援
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

● 

資
金
繰
り
と
法
対
応
：
マ
ル
経
資
金
等
の
低

利
融
資
に
よ
る
資
金
繰
り
支
援
に
加
え
、イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
や
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
な
ど
の
最
新
の
法
改
正
対
応
に
も
注
力

し
ま
す
。

２
　
面
的
支
援
と
地
域
資
源
の
活
用
　

● 

観
光
地
域
づ
く
り
： 「
木
綿
街
道
エ
リ
ア
」
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
認
定
に
向

け
た
協
力
を
行
い
、認
定
後
の
観
光
振
興
や
醸

造
業
へ
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

● 

地
域
資
源
の
再
考
： 

鋳
物
業
や
ク
ラ
フ
ト
作

家
、
神
社
仏
閣
、
鉄
道
と
い
っ
た
既
存
の
資
産

を
再
評
価
し
、
外
部
機
関（
N
P
O
ミ
ラ
イ
ビ

ジ
ネ
ス
い
ず
も
等
）と
連
携
し
て
情
報
共
有
や

資
産
活
用
を
図
り
ま
す
。

3
　
交
流
人
口
の
拡
大
と
定
住
促
進

● 
教
育
連
携
： 

平
田
高
校
や
島
根
県
立
大
学
と

の
協
働
事
業（
商
品
開
発
等
）を
通
じ
、若
年
層

と
共
に
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

定
住
促
進： 

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
、中
心
市
街
地（
本
町
、木
綿
街

道
、
駅
通
り
等
）の
商
店
街
活
性
化
を
支
援
し

ま
す
。ま
た
、
出
雲
空
港
の
利
用
促
進
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
も
推
進
し
ま
す
。

4
　
政
策
提
言
・
要
望
活
動
の
強
化

令
和
８
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
を
承
認

令
和
８
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
を
承
認

平田商工会議所通常議員総会

　3
月
27
日
、
令
和
8
年
度
事
業
の
活
動
方
針
を
決
定
す
る
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
令
和
8
〜
10
年
度
の
中
期
行
動
計
画
及
び
令
和
8
年
度
事
業
計
画
、
並
び
に
令
和
8

年
度
各
会
計
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
な
さ
れ
た
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　中
期
行
動
計
画
で
は
、「
挑
む
企
業
が
、
明
日
を
変
え
る
。私
た
ち
は
そ
の
志
を
応
援
し
ま
す
。」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
20
年
間
で
約
5
7
0
0
人
減
少
し
た
人
口
減
少
問
題
や
、
販
売
不
振
に

よ
る
小
規
模
事
業
者
の
厳
し
い
経
営
環
境
を
最
大
の
課
題
と
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、
D
X
の
加

速
や
観
光
需
要
の
増
加
を
好
機
と
捉
え
、行
政
等
と
連
携
す
る「
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」

と
し
て
住
環
境
整
備
や
教
育
に
も
関
与
し
ま
す
。

　ま
た
、令
和
8
年
度
事
業
計
画
で
は
、企
業
の
発
展
と
地
域
づ
く
り
、生
産
性
向
上
、D
X
推
進
、

賃
上
げ
対
応
、
新
分
野
進
出
を
支
援
。特
に
巡
回
に
よ
る
事
業
承
継
支
援
や
、
創
業
塾
に
よ
る
起

業
・
定
着
支
援
を
強
化
し
ま
す
。そ
し
て
、「
木
綿
街
道
」の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
認

定
へ
の
協
力
や
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
定
住
促
進
を
推
進
。平
田
高

校
や
島
根
県
立
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
若
年
層
と
協
働
し
た
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。政
策

提
言
や
要
望
で
は
、「
8
の
字
ル
ー
ト
」
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
土
地
利
用
規
制
の
緩
和
な

ど
、地
域
経
済
に
直
結
す
る
要
望
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

　組
織
基
盤
の
強
化
で
は
、
令
和
10
年
度
の
創
立
80
周
年
に
向
け
、
S
N
S
を
活
用
し
た
広
報
の

「
見
え
る
化
」
や
会
員
増
強
に
注
力
し
ま
す
。ま
た
、
事
務
局
内
で
も
生
成
A
I
（
G
e
m
i
n
i
、

N
o
t
e
b
o
o
k 

L
M
等
）
の
活
用
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
D
X
を
推
進
し
、
業
務
効
率

化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
両
立
さ
せ
る
事
業
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平田商工会議所　令和8年度～令和10年度　中期行動計画（3ヵ年の重点項目）【R8年度改訂】

挑む企業が、明日を変える。私たちはその志を応援します。

令
和
８
年
度
　
中
期
計
画

令
和
８
年
度
　
事
業
計
画

中期計画の基本方針
1. 現状認識と危機感
 少子高齢化・人口減少に伴う「労働力不足」と「市場の縮小」を、企業の存続を揺るがす深刻な課題と捉えています。
 今こそ、中小企業には現状維持ではなく「自己変革（チャレンジ）」が求められています。
2. スローガン「挑む企業が、明日を変える。私たちはその志を応援します」
3. 主要な活動方針　　
 〇個別企業の支援　難題（人手不足・市場縮小）に向き合い、自らを変えようとする企業のチャレンジを積極的にバックアップします。
 〇地域活性化プロジェクト（3つの柱）  「若者の定住」と「交流人口の増加」を目的とした3つのプロジェクトを推進し、地域に新たな活力を生み出します。
 〇会員の声・対話重視のスタイル　「今よりもっと良いこと」を常に追求し、会員や地域住民との双方向の対話を大切にした協働活動を行います。
4. 創立80周年（令和10年度）に向けた展望
 70周年からこれまでの10年間で築いた「地域に根差した活動」をさらに深化させます。前回のテーマ「母川回帰」（平田高校を資源化） に加え「地域目線」
 が定着した80周年は、10～20年先を見据えた新テーマで、未来を拓くための新たなビジョンを掲げ開催します。

Ⅰ 企業の発展をサポート

令和8年度～令和10年度の重点項目

「個社支援」
①企業の競争力強化と生産性向上
 経営基盤強化ー 省力化、経営革新、新分野進出、
  DX化、資金調達、価格転嫁
 技術力・開発力の向上ー研究開発、知的財産
 販路拡大の推進ー県外展開、県内取引、海外展開
②地域の持続的な発展を支える起業・創業、事業承継の推進
　　事業承継支援／起業・創業支援
③多様な人材の確保・育成と定着の推進
　　魅力ある働きやすい職場づくり

「面的支援」
①地域の強みを活かした経済の活性化
　　観光地域づくり／地域資源活用／企業立地
②平田の地域特性を生かした産業振興
　（集積業種の振興、空き家の再生活用等）　　

Ⅱ　魅力ある平田地域づくり

①交流人口、ファン人口の拡大
②若い世代の取組、活動の支援
③空き店舗空き家のリノベーション
④中心市街地の活性化
⑤平田高校、県立大学との連携
⑥インバウンド需要の取り込み

Ⅲ　積極的な政策提言・要望活動

①国、県、市等へ経済対策に関する要望
②地域インフラ整備に関する要望、提言
③土地の規制緩和等に関する要望、提言
④地域産業の活性化に関する要望、提言
⑤会議所の機能強化に関する要望、提言

Ⅳ　商工会議所の機能強化

①組織・財政基盤の強化
　・会員増強（新入会員、退会抑制）
　・共済加入促進（リニューアル）
②創立80周年事業
　　R 9 年 女性会創立40周年
　　R10年 会議所創立80周年
　　　〃 青年部創立50周年
③会員サービスの向上
　・部会、委員会等の活性化
　・幅広い会員の会議所活動参画
　・女性活躍機会の増進
　・地域密着の強化
④危機管理対応力強化
⑤広報、情報発信機能強化
⑥業務の効率化
⑦交流、連携の強化
　（商工団体、関係機関等）

未来づくり
委員会

基盤整備
委員会

定住促進
委員会

　
地
域
経
済
の
基
盤
を
整
え
る
た
め
、
国
・
県
・
市

へ
の
働
き
か
け
を
強
め
ま
す
。

● 

イ
ン
フ
ラ
整
備
： 「
境
港
出
雲
道
路（
8
の
字

ル
ー
ト
）」
の
早
期
整
備
、
山
陰
・
伯
備
新
幹

線
の
整
備
促
進
、
出
雲
縁
結
び
空
港
お
よ
び

河
下
港
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
要

望
活
動
を
行
い
ま
す
。

● 

規
制
緩
和
： 

定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
土
地

利
用
規
制
の
緩
和
や
、
地
元
企
業
が
公
共
事

業
を
受
注
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
宍
道
湖
西

岸
農
地
整
備
事
業
の
発
注
要
件
緩
和
を
要
望

し
ま
す
。

5
　
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
活
動
　

　
平
田
地
域
の
活
性
化
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
3
つ

の
専
門
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

● 

未
来
づ
く
り
委
員
会
： 

魅
力
あ
る
会
議
所
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
異
業
種
交
流

会（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）の
開
催
、若
年
層
と
の
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
ま
す
。

● 

定
住
促
進
委
員
会
： 

空
き
店
舗
・
空
き
家

デ
ー
タ
の
整
理
と
公
開
準
備
を
進
め
、安
価
な

住
宅
開
発
の
可
能
性
も
検
討
し
ま
す 

。

● 

基
盤
整
備
委
員
会
： 「
8
の
字
ル
ー
ト
」
整
備

促
進
の
た
め
、か
わ
ら
版
の
発
行
や
P
R
イ
ベ

ン
ト
、
国
へ
の
要
望
活
動
、
有
識
者
と
の
勉
強

会
を
行
い
ま
す
。

  

6
　 

組
織
機
能
の
強
化
と
創
立
　 

周
年
へ
の
歩
み

　
令
和
10
年
度
の
創
立
80
周
年
を
見
据
え
、
組
織
の

足
腰
を
鍛
え
ま
す
。

● 

広
報
の
「
見
え
る
化
」： 

L
I
N
E
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
や
S
N
S
を
活
用
し
、活
動
状
況
を
積

極
的
に
発
信
し
て
会
員
増
強
を
図
り
ま
す
。

● 

内
部
D
X
と
B
C
P
： 

生
成
A
I
の
活
用
に

よ
る
業
務
合
理
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推

進
し
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
ま

す
。ま
た
、
災
害
に
備
え
た
会
議
所
B
C
P
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
も
進

め
ま
す
。

80

　
本
講
演
で
は
、
同
社
が
世
界
的
バ
ッ
グ
ブ
ラ
ン

ド
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
ま
で
の
歩
み
や
、
グ
ル
ー

プ
経
営
に
よ
る
相
乗
効
果
な
ど
、
多
角
的
な
視
点

を
用
い
た
成
長
戦
略
を
共
有
し
ま
し
た
。な
か
で

も
、
創
業
当
時
の
知
ら
れ
ざ
る
苦
労
か
ら
始
ま
り
、

海
外
ブ
ラ
ン
ド
の
代
理
店
、
そ
し
て
日
本
市
場
に

特
化
し
た
商
品
開
発
へ
と
、
時
代
の
変
化
に
合
わ

せ
柔
軟
に
戦
略
転
換
を
し
て
き
た
経
営
手
腕
は
示

唆
に
富
む
お
話
で
し
た
。聴
講
し
た
90
名
の
参
加

者
ら
は
、企
業

の
ブ
ラ
ン
ド

確
立
に
向
け

た
具
体
的
な

プ
ロ
セ
ス
や

経
営
哲
学
か

ら
大
き
な
学

び
を
得
る
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

通常議員総会「バルコス 山本社長」記念講演

株式会社バルコス　代表取締役　山本　敬氏

令和8年度一般会計・特別会計収支予算総括表
（単位：千円）

令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

会　計　名

一 般 会 計

中小企業相談所
特 別 会 計

労働保険事務組合
特 別 会 計

共 済 ・ 会 館
特 別 会 計

特定退職金共済
事 業 特 別 会 計

法 定 台 帳
特 別 会 計

合 計

財 政 調 整 基 金
積立金特別会計

会議所会館整備
準備金特別会計

周年事業積立金
特 別 会 計

合 計

比較増・
減（△）

4,193

2,230

250

1,672

△ 14,025

4

△ 5,676

前年度
予算額

46,479

64,281

6,080

17,746

64,340

356

199,282

本年度
予算額

会　計　名 本年度
減少額

本年度
増加額

前年度
繰越金

50,672

66,511

6,330

19,418

50,315

360

193,606

△ 1,000

0

0

△ 1,000

対前年比

109.0%

103.5%

104.1%

109.4%

78.2%

101.1%

97.2%

本年度
繰越金

30,990

3,755

3,795

38,540

20

5

1,005

1,030

31,970

3,750

2,790

38,510

【事業会計】

【積立金会計】



4新たな事業の取り組みは、先ず商工会議所へ

令和8年度
平田商工会議所事務局組織図

（令和 8年４月１日現在）

【経営支援課・中小企業相談所】

〇令和8年度巡回窓口相談担当地区

【会員サービス課】【総務課】

【商工振興係】 
 

【経営支援係】 
 

【金融係】 
 

新入職員 R8.4～

総務課長

清水　政子
会員サービス課長（兼）

佐藤　文治

専務理事

山岡　忍

 事務局長

佐藤　文治

経営支援課長
小村　孝治

（中小企業相談所長）

経営支援課長補佐
高橋　和美
（経営指導員）

経営支援係長（兼）
小村　孝治

（主席経営指導員）

商工振興係長
日下　晃久
（経営指導員）

【総務係】
主　任

竹下　紀子
（経営指導補助員）

【会員サービス係】
主　事

仙田　純

主　事

伊藤　香奈
（記帳専任職員）

主　事

湯淺麻依子

主　事

吉岡　和也
（経営指導補助員）

主　任

松井　泰恵
（記帳専任職員）

広域支援相談員

富場　奏海

金融係長（兼）

高橋　和美
（経営指導員）

　昨年度の役員改選により、神田副会頭が未来づくり委員会の委員長となられました。
　新体制の未来づくり委員会では平田地域の未来を共に考えられる「しゃべり場」を設
け、「ざっくばらんに」だけど「本気で」意見交換ができればと思っています。
　年間5回程度、今の平田が好きな人、逆に今のままの平田じゃダメだと思っている人、

以前平田に住んでた人、仕事で平田に関わる人など、平田に想い・関係のある人を集めて、
共に「平田」を考え、語りあいます。

　メンバーはあえて固定せず、入れ替わりや追加をしながらフレキシブルに取組んでいきますので、我こそはという方、この人
は面白いよという方がおられましたら、是非会議所までご連絡・ご紹介のほど、宜しくお願いします !!

専門家
派遣 専門家を無料で派遣します専門家を無料で派遣します

経営力の強化や事業承継について、専門的なアドバイスを必要としている事業者の皆様に専門のアドバイザーを派遣します。経営力の強化や事業承継について、専門的なアドバイスを必要としている事業者の皆様に専門のアドバイザーを派遣します。

県内に事業所を有する中小企業者、組合、任意グループで、次の①～⑤のいずれかの要件を満たす方対象者
① 次のア～エのいずれかに該当する方
ア . 経営革新、新分野進出、地域資源活用、農商工連携、雇用創出等に
 取り組む方
イ . 40 歳未満（法人および任意グループの場合は代表者の年齢）の方
ウ . 女性（法人および任意グループの場合は代表者）
エ . 創業から 2 年以内の方

②  三菱マヒンドラ農機（株）の清算方針や事業縮小を受けて、三菱マヒン
ドラ農機（株）若しくはリョーノーファクトリー（株）との取引額が直近
決算期または直近３カ年平均で売上全体の５％以上を占める方。ただ
し、製造事業者を除く。

③ 「燃油・電気・ガス代」「原材料費」「人件費」等の価格転嫁に取り組む方
④ 事業承継に取り組む方で、次のア～エのいずれかに該当する方
　（任意グループを除く）
ア. 60歳以上（法人の場合は代表者の年齢）の方
イ. 後継予定者が存在する方
ウ. 事業承継後2年以内の方
エ. 次のいずれかに該当する事業所と認めた方
 1. 売上高が仕入高（外注費を含む）の過半を近隣中小企業等によるもので、
 　 地域サプライチェーンにとって必要不可欠な方
 2. 専ら地域住民の日常生活に関する財・サービスを提供し、地域住民にとって必要不可欠な方
⑤ 新分野進出、人材確保等の経営課題の解決に取り組む建設業の方

【お問合せ先】
経営支援課 TEL 0853-63-3211
【お問合せ先】
経営支援課 TEL 0853-63-3211

※専門家派遣をご希望される方は、当所経営支援課までお知らせください。
※年度予算が無くなり次第終了します。※詳細は折込チラシをご確認ください。申込

費 用 負 担
派 遣 回 数
アドバイザーの選定

アドバイザー派遣に必要な謝金・旅費は、全額を平田商工会議所で負担いたします。
1社につき3回までとします（上記②、④の要件にかかる相談は5回まで）
派遣するアドバイザーは、申込みの際にご指定ください。アドバイザーに知見のない場合はご相談ください。

未来づくり
委員会
未来づくり
委員会

平田

西田 鰐淵 北浜 平田外平田久多美 檜山 佐香

灘分

国富 伊野東

事業に関するお悩み・ご相談は、商工会議所へ5

令和 8（2026）年度
雇用保険料率のご案内

令和8（2026）年4月1日から令和9
（2027）年3月31日までの雇用保
険料率は右のとおりです。

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、
養鶏、養豚、内水面養殖および特定
の船員を雇用する事業については
一般の事業の率が適用されます。

①
労働者負担

（失業等給付・育児休業
給付の保険料率のみ）

②
事業主負担 失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

①＋②
雇用保険料率

一般の事業 5/1,000 8.5/1,000 5/1,000 3.5/1,000 13.5/1,000

（令和 7年度） 5.5/1,000 9/1,000 5.5/1,000 3.5/1,000 14.5/1,000

農林水産・※
清酒製造の事業 6/1,000 9.5/1,000 6/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

6.5/1,000 10/1,000 6.5/1,000 3.5/1,000 16.5/1,000

建設の事業 6/1,000 10.5/1,000 6/1,000 4.5/1,000 16.5/1,000

（令和 7年度） 6.5/1,000 11/1,000 6.5/1,000 4.5/1,000 17.5/1,000

負担者

事業の種類

（令和7年度）

事業主・被保険者の
皆さまへ

問合せ先： 平田商工会議所
 （0853）63-3211

　
11
月
6
日
（
水
）、
移
動
商
工
会
議
所
を
灘

分
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
灘
分
地

区
在
住
の
「
味
彩
さ
か
も
と
」
で
、
地
区
の

会
員
・
役
職
員
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当

日
は
商
工
会
議
所
の
活
動
全
般
に
加
え
、金
融
、

税
務
、
補
助
金
、
事
業
承
継
な
ど
地
域
経
済

の
発
展
に
直
結
す
る
相
談
支
援
を
案
内
し
ま

し
た
。
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
こ
と
で
、

普
段
は
接
点
の
な
い
会
員
同
士
が
新
た
な
交

流
を
深
め
、
名
刺
交
換
を
通
じ
て
販
路
拡
大

に
つ
な
が
っ
た
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

地
域
内
で
の
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に
貢

献
し
た
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
事
業
主
だ
け
で
な
く
、
そ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
や
非
会
員
も
参
加
可
能
な
形

式
を
採
用
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
さ

ま
か
ら
は
「
普
段
と
は
異
な
る
視
点
で
地
域

経
済
の
取
り
組
み
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

地
区
の
会
員
同
士
で
事
業
に
つ
い
て
語
り
合

い
な
が
ら
お
い
し
い
料
理
も
楽
し
め
た
」
と

の
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
事
業

者
と
そ
の
家
族
が
一
体
と
な
り
、
灘
分
地
区

の
活
性
化
に
向
け
た
意
識
が
高
ま
る
場
と
な

り
ま
し
た
。
地
域
経
済
の
未
来
を
共
に
築
く

第
一
歩
と
な
る
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
、

今
後
も
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

出雲市地域商業等支援事業費補助金について
各 種 事 業 区 分 の ご 案 内

　出雲市では商業機能の維持向上、商店街等の賑わい創出等を目的として、下記事業区分
に該当する新規開業者等への補助制度（地域商業等支援事業）を設けています。

【お問い合わせ先】　出雲市 商工振興部 商工振興課 中小企業係
TEL:0853－21－6541　FAX:0853－21－6838　MAIL:shoukou@city.izumo.shimane.jp

小売店等開業支援事業（一般枠）01

小売業、宿泊業、飲食サービス業、生活関連
サービス業又は娯楽業。
ただし、一部対象とならない業種があります。
出雲、平田、大社、斐川の各商業集積地。また、
空き店舗または、空き家（開店日までに１年以
上空いていた）が対象物件となります。
さらに、週5日以上、9時から17時の間に4時間
以上の営業を行う必要があります。
家賃、改修費、広告宣伝費（いずれも税抜金額：
ただし、広告宣伝費のみを補助対象とするこ
とはできません。）
補助対象経費の1/2以内
100万円　（家賃＋改修費＋広告宣伝費）
家賃：100万円（10万円／月、開店から12月分が上限）
改修費：100万円／広告宣伝費：30万円

■ 対象となる業種

■ 対象となる地域

■ 補助対象経費

■ 補　　助　　率
■ 補 助 上 限 額

移動販売・宅配支援事業03

食料品・日用品の移動販売又は宅配を行う中
小企業者又は個人等

ア移動販売又は宅配に必要な車両及び設備の取得費、広告宣伝費（車両
及び設備の取得費を申請する場合に対象になります。）

イ移動販売又は宅配の運営費（年間経費が20万円以上で対象）
①燃料費／②車検費用／③修理費／④備品購入費（冬用タイヤ等）
※いずれも税抜きが対象

■ 対象となる事業者

■ 補助対象経費

商業環境整備事業04

中小企業者、商工会議所、商工会等■ 補 助 対 象 者

■ 補助対象経費

外国人接客向上支援事業05

中小企業者、商工会議所、商工会又は個人等
個店及び商店街等において外国人の誘客を
促す取組みにかかる経費　※税抜き金額が対象

■ 補 助 対 象 者
■ 補助対象経費

小売店等開業支援事業（中山間地域枠）02

下記のいずれかに該当する者のうち、食料
品・日用品の販売により、地域住民の買い物
不便対策に資すること。

ア 市内において、小売業に係る開店計画を有する会社又は個人
イ 市内において、小売業に係る事業承継計画等を有する中小企業者又は個人

■ 対象となる事業者

詳細はHPを
ご覧ください

施設設備の設置、取得、整備に要する経費  ※税抜き金額が対象
例：街路灯の整備、公衆トイレの整備または地域住民が利用できる施
設等の整備にかかる経費など

・単なる施設の更新、機能維持のための修理・保守は対象外です。
・中小企業者の所有となる場合は対象外です。



事業に関するお悩み・ご相談は、商工会議所へ5

令和 8（2026）年度
雇用保険料率のご案内

令和8（2026）年4月1日から令和9
（2027）年3月31日までの雇用保
険料率は右のとおりです。

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、
養鶏、養豚、内水面養殖および特定
の船員を雇用する事業については
一般の事業の率が適用されます。

①
労働者負担

（失業等給付・育児休業
給付の保険料率のみ）

②
事業主負担 失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険二事業
の保険料率

①＋②
雇用保険料率

一般の事業 5/1,000 8.5/1,000 5/1,000 3.5/1,000 13.5/1,000

（令和 7年度） 5.5/1,000 9/1,000 5.5/1,000 3.5/1,000 14.5/1,000

農林水産・※
清酒製造の事業 6/1,000 9.5/1,000 6/1,000 3.5/1,000 15.5/1,000

6.5/1,000 10/1,000 6.5/1,000 3.5/1,000 16.5/1,000

建設の事業 6/1,000 10.5/1,000 6/1,000 4.5/1,000 16.5/1,000

（令和 7年度） 6.5/1,000 11/1,000 6.5/1,000 4.5/1,000 17.5/1,000

負担者

事業の種類

（令和7年度）

事業主・被保険者の
皆さまへ

問合せ先： 平田商工会議所
 （0853）63-3211
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出雲市地域商業等支援事業費補助金について
各 種 事 業 区 分 の ご 案 内

　出雲市では商業機能の維持向上、商店街等の賑わい創出等を目的として、下記事業区分
に該当する新規開業者等への補助制度（地域商業等支援事業）を設けています。

【お問い合わせ先】　出雲市 商工振興部 商工振興課 中小企業係
TEL:0853－21－6541　FAX:0853－21－6838　MAIL:shoukou@city.izumo.shimane.jp

小売店等開業支援事業（一般枠）01

小売業、宿泊業、飲食サービス業、生活関連
サービス業又は娯楽業。
ただし、一部対象とならない業種があります。
出雲、平田、大社、斐川の各商業集積地。また、
空き店舗または、空き家（開店日までに１年以
上空いていた）が対象物件となります。
さらに、週5日以上、9時から17時の間に4時間
以上の営業を行う必要があります。
家賃、改修費、広告宣伝費（いずれも税抜金額：
ただし、広告宣伝費のみを補助対象とするこ
とはできません。）
補助対象経費の1/2以内
100万円　（家賃＋改修費＋広告宣伝費）
家賃：100万円（10万円／月、開店から12月分が上限）
改修費：100万円／広告宣伝費：30万円

■ 対象となる業種

■ 対象となる地域

■ 補助対象経費

■ 補　　助　　率
■ 補 助 上 限 額

移動販売・宅配支援事業03

食料品・日用品の移動販売又は宅配を行う中
小企業者又は個人等

ア移動販売又は宅配に必要な車両及び設備の取得費、広告宣伝費（車両
及び設備の取得費を申請する場合に対象になります。）

イ移動販売又は宅配の運営費（年間経費が20万円以上で対象）
①燃料費／②車検費用／③修理費／④備品購入費（冬用タイヤ等）
※いずれも税抜きが対象

■ 対象となる事業者

■ 補助対象経費

商業環境整備事業04

中小企業者、商工会議所、商工会等■ 補 助 対 象 者

■ 補助対象経費

外国人接客向上支援事業05

中小企業者、商工会議所、商工会又は個人等
個店及び商店街等において外国人の誘客を
促す取組みにかかる経費　※税抜き金額が対象

■ 補 助 対 象 者
■ 補助対象経費

小売店等開業支援事業（中山間地域枠）02

下記のいずれかに該当する者のうち、食料
品・日用品の販売により、地域住民の買い物
不便対策に資すること。

ア 市内において、小売業に係る開店計画を有する会社又は個人
イ 市内において、小売業に係る事業承継計画等を有する中小企業者又は個人

■ 対象となる事業者

詳細はHPを
ご覧ください

施設設備の設置、取得、整備に要する経費  ※税抜き金額が対象
例：街路灯の整備、公衆トイレの整備または地域住民が利用できる施
設等の整備にかかる経費など

・単なる施設の更新、機能維持のための修理・保守は対象外です。
・中小企業者の所有となる場合は対象外です。



お気軽にご活用ください。
がんばる企業を応援します。

※予告なしに変更する場合もございますので、電話等で
　ご確認をお願い致します。

事業に関するお悩み・ご相談は、商工会議所へ

（令和8年4月1日 現在）
国・県の制度融資 ̶ 金融情報

7

■お問合せ・お申込は…

平田商工会議所 中小企業相談所
ＴＥＬ0853-63-3211
FAX 0853-63-3346

お困り事はありませんか？相談

旅費
補助

　商談等で山陰両県以外に出張される際の旅費・宿泊
費等を最大15,000円補助します。事前に申請書をご
提出ください。申請書は当所ホームページまたは折込
チラシをご覧ください。

当所では、約1,000事業所へ発送する会報にチラシ
等を同封できるサービスを実施しています！
お店や商品のPR、イベント・セミナー、忘年会・歓送迎
会のご案内などにご利用ください。

発行日 ： 奇数月上旬
料　金 ： 当所会員 1枚    5,000円（税別）
 非 会 員 1枚 10,000円（税別）
サイズ ： A4以下（B4・A3は折りたたみ可）
必要部数 ： 1,000部
納　品 ： 同封希望月の前月20日までに現物持込
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会報への折込チラシ
同封サービスのご案内

貸付
制度

融資利率
（年）融資の種類 限 度 額 返済期間

（据置期間） 保 証 人

日
本
政
策
金
融
公
庫

普通貸付 4,800万円

2,000万円

運転5年以内
（内1年以内）
設備10年以内
（内2年以内）

マル経資金
(小規模事業者)
※商工会議所推薦

設備資金運転資金
10年以内

（措置期間2年以内）

※ご相談は
　商工会議所へ

2.50％

3.40％
4.80％

そう
市 町 村 提 携 創 業 保 証

融資対象者

資金使途

対象市町村に登記上の本店を
有する法人又は住居がある個人
で、次のいずれかの要件に該当
する中小企業者
・1か月以内（会社設立の場合は2か月以
内）に新たに事業を開始する具体的計
画を有する方
・事業を開始して５年未満の方

保証金額 最大500万円
保証期間 10年以内
返済方法 均等分割返済

（1年以内の据置可）

保 証 料
借入時のお客様のご負担はありません
※但し、事業者選択型経営者保証非提供制度を
適用することで生じる信用保証料の上乗せ部
分、条件変更に伴い追加して生じる信用保証料
についてはお客様負担となります。

保 証 人 必要となる場合がある。
ただし、法人代表者以外の
連帯保証人は原則不要。

取扱期間
令和9年3月31日（貸付実行分まで）

事業資金（運転資金
および設備資金）

貸付金利 年1.55％（固定）
担　　保 不　要

融資

平田商工会議所会報 で検索

詳細はHPへ

販路拡大等に伴う
旅費補助のお知らせ！

当所会員限定！

補助金額

対象経費

対象経費の1/2
（上限15,000円または
  　　　　会費納入額の低い方） 
交通費・宿泊費、輸送費、
会場使用料など
（1万円以上の支出が対象） 
※ガソリン代、タクシー代、飲食代は対象外 

利用回数 事業年度1回まで 

津森 美教 弁護士

■日　時

■弁護士

経営トラブル、債権回収、債務整理 等■内　容

5月21日㈭
6月25日㈭

法律

島根県働き方改革推進支援センター専門家

■日　時

■労務士
働き方改革、労務管理に関する相談■内　容

5月18日㈪
6月15日㈪

労務

13：30～15：30両日共 （1事業所1時間）

13：30～15：30両日共 （1事業所30分）

※相談料は無料ですが、事前の予約が必要です。
※会場は全て平田商工会議所で行います。

無料相談会のご案内

6新たな事業の取り組みは、先ず商工会議所へ

●4/23　4月定時総会
　平田商工会議所2階大会議室において石原会頭を始めとする来賓の皆様、ならびに4名の
オブザーバー参加者をお迎えし、令和8年度の定時総会を開催しました。

　冒頭では坂本会長から新たなスローガン【時代に繋げるSHOW byの輪】が発表され、「商売人としての本質を
忘れず、町のため人のため、自分の事業のために全力で動ける組織になりましょう」と今年度への熱い想いが語ら
れました。続けて令和7年度事業報告並びに収支決算、令和8年度事業計画並びに収支予算が審議され、いずれも原
案通り承認されました。総会後の懇親会では、短い時間でしたが交流を深めることができました。
　今年度は、新入会員1名を加えた総勢21名でのスタートとなります。本年度の新たな試みとして、「YEG経済圏」
の経済効果測定を実施いたします。これは、青年部活動を通じて発生した会員間の取引を数値化し、その経済効果
を可視化する取り組みです。所属することの経済的メリットを客観的に把握し、会員の商売に直結する青年部活動
を目指します。
　青年経済人として互いに切磋琢磨し、自己研鑽に励むことはもちろん、実利を伴う強固なネットワークを築く
ことで、地域経済の活性化に寄与してまいります。個々の事業の発展こそが、ひいては持続可能な地域活性化に
繋がると信じています。今年度も引き続きよろしくお願いいたします。

青年部リポート

平田商工会議所青年部は共に活動する、熱意ある皆様を
お待ちしております。 
詳細は平田商工会議所青年部HPへ　　　　　　　　　　　　　　　で検索
興味を持たれた方は下記までご連絡ください！

商売の発展は町の発展

お問い合わせ・入会申込 平田商工会議所青年部  事務局 TEL0853-63-3211　E-mail : yeg@hirata-cci.or.jp

平田商工会議所青年部

インスタ始めました

Follow me!

女性会だ
より

お問い合わせ先／平田商工会議所女性会事務局　電話　63-3211

　平田商工会議所女性会では、一緒に活動してくださ
る方々を募集しています!女性会であなたのパワーを
発揮してみませんか？女性ならではの自主研修事業
や働く女性支援、交流事業、 視察研修会など、ご一緒
に参加してくださる方々を募集しております。是非、
新たなネットワークづくりにご参加ください。

女性会で一緒に活動しませんか

♪自社を知ってもらえるビジネスチャンス!
♪自社の経営に役立つだけでなく、自身の感性も磨かれます。
♪会員交流により異業種ネットワークが広がります。

年額　7,000円

きっかけは～女性会!

令和8年度　平田商工会議所女性会役員名簿

会  長

副会長

副会長

副会長

理 事

理 事

理 事

高 砂 範 子

金 築 千 晴

原 　 郊 子

吉 川 幸 枝

飯塚とも子

久家　茂子

坂 本 明 子

㈱ 高 砂 醤 油 本 店

㈱ 報 光 社

㈲ 吉 川 商 店

まるいちいいつか

㈲ 風 月 堂

㈲坂本藤次郎本店

役　職 氏　名 事業所名

ひらた在宅SOHO
支援センターポコアネット

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

園 　 真 弓

曽 田 厚 子

田中美枝子

田中由美子

渡 部 春 江

山 下 宣 子

㈱ ソ ノ

㈲ 平 田 水 道 工 業

㈲ 田 中 豆 富 店

㈲ ア タ ゴ 写 真 館

漆 芸 の わ た な べ

㈱Tin t  NOKKO

役　職 氏　名 事業所名



お気軽にご活用ください。
がんばる企業を応援します。

※予告なしに変更する場合もございますので、電話等で
　ご確認をお願い致します。

事業に関するお悩み・ご相談は、商工会議所へ

（令和8年4月1日 現在）
国・県の制度融資 ̶ 金融情報

7

■お問合せ・お申込は…

平田商工会議所 中小企業相談所
ＴＥＬ0853-63-3211
FAX 0853-63-3346

お困り事はありませんか？相談

旅費
補助

　商談等で山陰両県以外に出張される際の旅費・宿泊
費等を最大15,000円補助します。事前に申請書をご
提出ください。申請書は当所ホームページまたは折込
チラシをご覧ください。

当所では、約1,000事業所へ発送する会報にチラシ
等を同封できるサービスを実施しています！
お店や商品のPR、イベント・セミナー、忘年会・歓送迎
会のご案内などにご利用ください。

発行日 ： 奇数月上旬
料　金 ： 当所会員 1枚    5,000円（税別）
 非 会 員 1枚 10,000円（税別）
サイズ ： A4以下（B4・A3は折りたたみ可）
必要部数 ： 1,000部
納　品 ： 同封希望月の前月20日までに現物持込

地域
を守
り
企業

を伸
ばす

Vol
.24
8

202
3

月号5

地域
を守
り企
業を

伸ば
す

Vol.24
8

202
3

月号5

会報への折込チラシ
同封サービスのご案内

貸付
制度

融資利率
（年）融資の種類 限 度 額 返済期間

（据置期間） 保 証 人

日
本
政
策
金
融
公
庫

普通貸付 4,800万円

2,000万円

運転5年以内
（内1年以内）
設備10年以内
（内2年以内）

マル経資金
(小規模事業者)
※商工会議所推薦

設備資金運転資金
10年以内

（措置期間2年以内）

※ご相談は
　商工会議所へ

2.50％

3.40％
4.80％

そう
市 町 村 提 携 創 業 保 証

融資対象者

資金使途

対象市町村に登記上の本店を
有する法人又は住居がある個人
で、次のいずれかの要件に該当
する中小企業者
・1か月以内（会社設立の場合は2か月以
内）に新たに事業を開始する具体的計
画を有する方
・事業を開始して５年未満の方

保証金額 最大500万円
保証期間 10年以内
返済方法 均等分割返済

（1年以内の据置可）

保 証 料
借入時のお客様のご負担はありません
※但し、事業者選択型経営者保証非提供制度を
適用することで生じる信用保証料の上乗せ部
分、条件変更に伴い追加して生じる信用保証料
についてはお客様負担となります。

保 証 人 必要となる場合がある。
ただし、法人代表者以外の
連帯保証人は原則不要。

取扱期間
令和9年3月31日（貸付実行分まで）

事業資金（運転資金
および設備資金）

貸付金利 年1.55％（固定）
担　　保 不　要

融資

平田商工会議所会報 で検索

詳細はHPへ

販路拡大等に伴う
旅費補助のお知らせ！

当所会員限定！

補助金額

対象経費

対象経費の1/2
（上限15,000円または
  　　　　会費納入額の低い方） 
交通費・宿泊費、輸送費、
会場使用料など
（1万円以上の支出が対象） 
※ガソリン代、タクシー代、飲食代は対象外 

利用回数 事業年度1回まで 

津森 美教 弁護士

■日　時

■弁護士

経営トラブル、債権回収、債務整理 等■内　容

5月21日㈭
6月25日㈭

法律

島根県働き方改革推進支援センター専門家

■日　時

■労務士
働き方改革、労務管理に関する相談■内　容

5月18日㈪
6月15日㈪

労務

13：30～15：30両日共 （1事業所1時間）

13：30～15：30両日共 （1事業所30分）

※相談料は無料ですが、事前の予約が必要です。
※会場は全て平田商工会議所で行います。

無料相談会のご案内
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アクサ生命保険株式会社
山陰支社　出雲営業所　
〒���-����    出雲市大津町����-� 
TEL����-��-����

「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

Facebook

Instagram

新入会員
紹介

合 同 会 社 　 橋 本 商 店
合 同 会 社 　 あ ゆ 美
㈱ i z um oトレーニングセンター

代 表 者 名 業       種
橋 本 　 翔

曽 田 　 美 記 代

土 江 　 節 子

住       所事 業 所 名
自 動 車 整 備 業

サ ー ビ ス 業（介 護 保 険 関 連）

サービス業（建設機械資格認定）

園 町

坂 浦 町

国 富 町

斐
伊
川

R161

R277

R9

R431

R278

至松江

川跡駅

一畑電車大社線

武志駅

大津町駅

●ゆめタウン
出雲

お
ろ
ち
通
り

●
マックスバリュ
川跡店

●
島根県立
中央病院 万九千神社

高浜駅

 株式会社トーソク
表

紙

紹

介
〒693-0013 
島根県出雲市荻杼町482番地

TEL.0853-27-9300 HP：https://tosoku-izumo.jp/

株式会社トーソク株式会社トーソク株式会社トーソク株式会社トーソク

代表取締役
神田栄里子

リニューアルのお知らせべんけい共済べんけい共済平田商工会議所生命共済平田商工会議所生命共済

「べんけい共済」に多くの会員事業所様にご加入いただき、ありがとうございます。事業主様をはじめ従業員様方への福利厚生
の一環としてご利用いただいております「べんけい共済」ですが、この度ご加入の皆様方のご要望にお応えし、令和8年8月1日
の更新日より、加入口数および商工会議所給付制度を下記のとおりリニューアルいたします！

☆最大５口までの加入⇒ ７口までに拡充！
☆加入年齢最長75歳⇒ 70歳からの自動更新により
   最長80歳までに引き上げ！
☆「通院見舞金」初診～６回までの給付金を1.5倍UP！（1口3,000円～）
☆「入院見舞金」2～10日までの給付金を1.5倍UP！（1口3,000円～）
☆「結婚祝金」「出産祝金」1口5,000円～にUP！
☆病気による日帰りの手術見舞金を新設！

☆平田商工会議所主催
　「永年勤続従業員表彰式」の負担金助成
☆人間ドック・PET検診の助成
☆20歳祝金・還暦祝金・古希祝金
☆80歳を迎え保険契約期間を満了される方へ記念品贈呈

このように見舞金・祝金等を充実させるため、1口あたり100円から保険料掛金を増額させていただきますことご承知おき
くださいますようお願い申し上げます。べんけい共済加入事業所の皆様には、順次改めてご案内いたします。

※いずれも令和8年8月1日より適用となります

また、1年以上継続加入の方を対象とした、 新設


